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遊技時間が示唆するインサイト ～ 正しい分析の行い方 ～

2週目にしても「転スラ」は良好な数値を残している。
そこで、本稿では「転スラ」の稼働を構成させている要因として影響が強い
「遊技時間」というデータに着目して分析を進めてみることとする。

同時に「遊技時間」というデータを例に分析においての“正しい視点”についてもまとめることとする。
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遊技時間経過観察

「転スラ」の遊技時間は導入2週目にしても100分を超えている
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導入2週目で遊技時間100分を超えたスマスロは
「北斗」と「転スラ」2機種だけになる。

したがって、本機はプレイヤーの長い粘り込みに
よって稼働が構成されており「遊びかたの質」は高く
評価できる。

ただし、「北斗」と「転スラ」では販売台数の違いが
あるので横並びに評価はできない。

推測の域を出ないが「転スラ」というコンテンツと
パチスロファンの相性みたいなものが合致した機種な
のだろう。

それでは次に、遊技時間別の遊技者割合について
分析を進めることとする。

次頁に「60分以上遊技者割合」をまとめた。

スマスロ導入2週目の遊技時間

※規定台数および規定店舗数に満たない機種は除外
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スマスロ導入2週目の60分以上遊技者割合

「転スラ」を遊技するプレイヤーの内、60分以上遊技しているプレイヤーの割合は約58％となった。
これは「北斗」よりも1pt高い。

では、先ほどと同じようにスマスロの中でどの位置づけとなるのか分析を進めることとする。
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スマスロ導入2週目の60分以上遊技者割合

すると、60分以上の遊技を行うプレイヤーの
割合が55％以上なのは「北斗」「転スラ」
だけとなった。

遊技時間平均が高くなったのは、こうした層
の影響であると考えられる。

では次に、長時間遊技者の一方に存在して
いる短時間遊技者の割合について分析を
進めることとする。

次頁に「15分以内遊技者割合」をまとめた。

※規定台数および規定店舗数に満たない機種は除外
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スマスロ導入2週目の15分以内遊技者割合

「転スラ」の2種目時点における唯一のマイナスポイントは、60分以上遊技を行うプレイヤーの割合が高くなった
一方で、15分で遊技をやめるプレイヤーの割合も高くなってしまった点である。

ただし、それは「北斗」と「戦国乙女」に比べてという話で、相対的に見れば決して悪くない。

では、同様にスマスロ集団における位置づけを確認してみよう。
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スマスロ導入2週目の15分以内遊技者割合

すると、15分以内で遊技をやめるプレイヤーの
割合が8％以下なのは「北斗」「戦国乙女」
「SAO」となっている。

しかしながら、相対的な評価においては
やはり悪くはない。

それではこれらの考察結果を受けて
遊技時間というデータを基にどう評価を下して
いくのかまとめることとする。

※規定台数および規定店舗数に満たない機種は除外
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遊技時間というデータから考える分析のポイント

遊技時間平均

60分以上遊技者割合

15分以内遊技者割合

「遊技時間平均」を構成させる「遊技時間別」の「遊技者割合」を分析すると、
遊技時間（≒1人あたりアウト）という数値が、どのような遊技動向（遊技時間）を示すプレイヤーで
構成された結果に基づいているのかわかりやすくなる。

長時間粘り込むプレイヤーが多いのか、あるいは短時間で遊技をやめるプレイヤーが少ないのか、
「遊技時間平均」という数値ひとつ切り取っても、こうして中身を知ると違った印象や見解にならないだろうか。

私が思うに、分析というのはこうした要素構造を探索的に掘り下げてこそ正しいインサイトに近づけると
考えている。「遊技時間が長いから・・・」、「アウトが低いから・・・」、「打込支持率が高いから・・・」、
こうした見解はあくまで「事実の整理整頓」に過ぎず本質的な所までは語れない。

今回は「遊技時間」を例に挙げたが、分析を行う上ではこのような視点を持つことが重要だとお伝えしておきたい。

では、ここまでの分析で「転スラ」の「遊びかたの質」がどのような状況にあるのかが理解できたと思うので、
次は稼働構造を分析し、適正な台数の導き出し方や運用面の方向性についてデータ分析から考えてみることとする。
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稼働構造（導入12週間の経過観察）

「転スラ」の2週目の遊技時間（≒1人あたりアウト）は「バイオ」の1週目のポジションに近い場所にプロットされた。
1人あたりの粘りは2週目の「北斗」に比べ若干劣るレベル。しかしながら、「台あたり遊技人数」は「北斗」や
「戦国乙女」に比べると低く、約5人程度で構成されている。したがって、アウト平均（バブルサイズ）がそこまで
大きくならなかった理由は、プレイヤーを集める吸引力に問題があると考えられる。

つまり、設置台数が多すぎる、あるいはマスウケする商品ではないことが示唆されているので、
バラエティ向けの機種であるが欠品は許されない商品である。と、そんなインサイトが得られそうである。

アウトの要素構造

▏アウト＝台あたり遊技人数×1人あたりアウト
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稼働構造から見えてくる「転スラ」の運用面のポイント

「転スラ」の「遊びかたの質」は前述した通り群を抜いて高い。
つまり、好きな人からしてみれば“神台”という事なのだろう。

ただし、短時間で遊技をやめてしまうプレイヤーが多く「台あたり遊技人数」がそこまで高くないという事は、
マスウケするほどの商品ではないと考えられる。（閑散期であることは多少の考慮が必要）

したがって、本機を扱っていく上でのポイントは以下が論点となる。

「台あたり遊技人数」5人の維持

└ ★設置台数

└ ★レイアウトの工夫

次頁に続く・・・
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稼働構造から見えてくる「転スラ」の運用面のポイント

★設置台数
例えば4台の設置という事であれば4台×5人で20人のプレイヤーを集め続けなければならない。

（貴店の状況に鑑みて）可能 or 不可能

もし仮に、不可能という判断で、15人ぐらいなら可能という事であれば、
15人÷5人で3台設置が適正という見解に辿り着くので1台減台が好ましい。そんな事が考えられる。

★レイアウトの工夫
上記の例に続くが、現状4台設置でそれを「固めて横並びで設置」しているホールがあったとした場合、
例えば、「3台は固めて設置し残り1台はバラエティ」で運用する。
こうした発想は、データ分析に基づいた面白い戦略構想ではないだろうか。
これは20人の維持が困難だけど15人を集める事なら可能であるという判断を基に意図して3台にし、
遊技客の維持に努め、残り1台はバラエティで客倍を上げながら5人を確保するといった戦略構想となる。
分散させてしまうとスケールメリットが損なわれる事も危惧されるが、
前述した通りマスウケする商品ではないので、全体に与える影響としてはそこまで高くないと考えられる。

強いては個別機種の寿命を長める事やバラエティコーナーの活性化に繋がるといった有効な手段となるだろう。

つまり、分析というのはこうした準備の裏付けに使う道具（手段）であって、
その道具をどう使うのか（アクション）が重要な意味を持っていることを忘れてはならないと考えている。
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まとめ

要素構造を知る重要性と戦略に落し込む発想！

我々の業界で重要とされている指標は昔からほとんど変わらないのではないだろうか。
遊技機メーカーのプレゼンにせよ、ホールコンメーカーの仕様にせよ、どのデータを扱うのかであったり、
データの素材自身、正直、あまり変わっていない気がする。

もちろん、昔はそうした指標に価値があったし、正しい所もたくさんあった。

しかし現在は、遊技人口が大きく減少しているので1つのデータから読み取れる精度や文脈は限られる時代となった。

だからこそ、探索的な視点が重要で、正しいインサイトへどう近づけるのかが大切だと感じている。

本稿では、そのヒントとして要素構造を知ることの重要性について論じさせていただいた。
これはあくまで一例だが様々な局面で応用できるので、今一度、貴社のデータ資産を見直し、
おいしい料理（正しい分析）を作る挑戦を試みてはいかがでしょうか。

最後までご覧いただきありがとうございました(‘◇’)ゞ
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ご紹介

THINX-LAB.の記事だけ読みたい！

レポート配信サービス
THINX-LAB.REPORT（シンクスラボ・レポート）

月額5,000円（税別）

シンクスラボでは今回ご紹介したようなレポートをご覧いただけます。
10日間のお試し期間から始められるので
ご興味ある方はお問合せください(^^)

info@thinx-lab.com
090-5669-2182（吉元） レポート配信のお知らせは公式LINEで行います。

よろしければご登録のほどよろしくお願い致します。

mailto:info@thinx-lab.com
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ご紹介

要素構造からアクセスできる分析サービスを利用したい！

全国データ統計閲覧サービス
THINX-LAB.OLAP SIS（シンクスラボ・オーラップ・シス）

月額8,000円（税別）

当社では今回ご紹介したような要素構造から個別機種の分析を進めた統計閲覧
サービスの運営を行っております。ご興味ある方はお問合せください(^^)
info@thinx-lab.com
090-5669-2182（吉元）

mailto:info@thinx-lab.com
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ご紹介
組織として独自の分析ツールを構築したい！！

独自分析ツールの構築にご興味ある方は
ご連絡お待ちしております(^^)
info@thin-x.co.jp
090-5669-2182（吉元）

mailto:info@thin-x.co.jp
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